
「熱中症対策に資する現場管理費補正の試行について」Ｑ＆Ａ 
 

Ｑ１：補正の対象工事は、どの工事か教えて下さい。 
Ａ１：平成３１年４月１日以降契約の工事に適用します。 

   ただし、下水道課所管工事（農業集落排水）、耕地課所管工事においては令和元年

６月１日以降契約の工事に適用、上水道課所管工事（水道施設工事）においては、

令和２年８月５日以降契約の工事に適用となります。 

   その他の工事については、基準等が整備され次第随時対応していく予定です。 

 

 

Ｑ２：補正対象工事であるかどうか、判断できない場合はどうすればよいですか。 

Ａ２：特記仕様書に対象工事である旨の記載があるか確認してください。 

   すでに発注している場合等においては、発注者が工事打合せ簿で通知します。 

 

    

Ｑ３：対象工事であれば、全て補正してもらえるのか教えて下さい。 

Ａ３：補正を希望する場合が対象となります。 

よって、観測地点等の協議を行った工事打合簿（①工事打合簿記載例）と、真夏日 

率を計算した工事打合簿（②工事打合簿記載例）の両方を提出する必要がありま 

す。 

 

 

Ｑ４：工場製作の場合はどのように算定するのですか。 

Ａ４：工場製作工を含む工事は当該期間を工期から除くものとします。 

例えば、鋼橋製作・架設工事を一工事として発注した場合は、工場製作期間を除い

た期間を補正の対象とします。 

 

 

Ａ５：工事一時中止した場合はどのように算定するのですか。 

Ｑ５：中止期間を除いた期間を補正の対象とします。 

   また、年末年始の６日間、夏季休暇３日間も工期に含みません。 

 

 

Ｑ６：余裕期間契約方式の工事は、どのようになりますか。 
Ａ６：余裕期間は、真夏日率の計算の対象としません。 
 

 

Ｑ７：真夏日率の計算根拠となる観測地点はどこを基準とするのか教えて下さい。 



Ａ７：薩摩川内市においては、本土は川内の観測所、甑島の場合は、中甑の観測所のデー 

タを基準としてください。 
日最高気温３０（２８）※１度以上または暑さ指数（ＷＢＧＴ）２５度以上のいずれか

が対象となりますので、日最高気温は気象庁のホームページ、暑さ指数（ＷＢＧＴ）

は環境省のホームページを参照してください。  
   （例）・日最高気温が 28 度、暑さ指数が 26 度の場合→真夏日 

      ・日最高気温が 31 度、暑さ指数のデータ未活用の場合→真夏日 

      ・日最高気温が 28 度、暑さ指数が 24 度の場合→真夏日(新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ対策) 

 ※１：新型コロナウィルス感染拡大防止対策をとりながら熱中症対策を行った現場

の場合は２８度 
 

 

Ｑ８：現場管理費補正の計算方法について教えてください。 

Ａ８：計算式は２種類あります。また、「週休２日」試行工事で実施した場合は、休日取得

（現場閉所率）に応じた補正係数を乗じる計算となります。 

  ①土木・下水道・耕地・水道工事の場合 

補正値（％） ＝ 真夏日率× 補正係数（１．２） 

〈補正値、真夏日率とも小数点以下 3 位を四捨五入して２位止〉 

   現場管理費＝対象純工事費×((現場管理費率％× 補正係数※２)＋ 補正値％)×Ⅹ※3 

     ※２：この補正係数は、土木工事標準積算基準積算基準（共通編）における 

施工地域を考慮した現場管理費率の補正係数のこと 

     ※３：Ⅹは「週休２日」補正係数のこと 

    

  ②漁港・港湾工事の場合 

    補正率（％） ＝ 真夏日率× 補正係数（１．２） 

     〈補正率、真夏日率とも小数点以下 3 位を四捨五入して２位止〉 

    現場管理費＝対象純工事費×(現場管理費率％＋補正値％※４＋補正率％）×Ⅹ※3 

※４：この補正値は、土木工事標準積算基準積算基準（港湾・漁港編）にお 

ける施工地域、工事場所を考慮した現場管理費率の補正値のこと 

 

   〇計算例 

    対象額７００万円を超え１０億円以下の場合（補正例） 

    【条件】直接工事費２億円の河川・道路構造物工事 

      ①対象額：純工事費２１６，６１２，０００円 

      ②施工地域：なし 

      ③工期：３００日のうち、真夏日が５０日 

      ④週休２日：４週８休以上の場合（１．０６） 

     補正値＝５０日÷３００日×１．２＝０．２０％ 

     現場管理費＝対象純工事費×((現場管理費率％× 補正係数)＋ 補正値％)×④ 



     57,631,000＝216,612,000×((２４．９０％×１．０)＋０．２％)×１．０６ 

 

 

Ｑ９：実際の真夏日を算出した後の真夏日の考え方を教えてください。 

Ａ９：設計変更時点以降の後片付けを含めた工事期間の真夏日日数は、「変更時点以降の 

   真夏日判断の参考資料」に基づき加算する日数を受発注者で協議のうえ定めること 

としています。 

協議の方法は、受注者からの真夏日報告の工事打合簿に示された、設計変更に用い 

る真夏日（実測の真夏日＋変更日以降の真夏日として加算する日数の合計）を、 

発注者が確認し、工事打合簿で指示することとしています。 

   変更日以降の真夏日は、現場撤収日ではなく、工期終期日（工事完成通知日）まで

の真夏日のことです。 

 

 

Ｑ10：真夏日の観測地点は、「気象庁の地上観測所」と「環境省が公表している観測地点の 

暑さ指数（ＷＢＧＴ）」両方の観測記録を混在して算定してよいか。 

Ａ10：観測地点については、混在しないよう工事始期日から終期日まで一貫してください。 


